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「日之影町消防団・宮崎県防災救急航空隊との合同訓練」、
「北方地域ワークショップ」が実施されました。



　２月15日（日）、日之影町の癒しの森運動公園で延岡
市消防団・日之影町消防団・宮崎県防災救急航空隊の
合同訓練を実施し、第4支団幹部と第３分団団員が参加
しました。
　この訓練は、災害発生時における防災ヘリと消防団と
の連携強化を図ることを目的として行ったもので、防災
ヘリ接近時における地上での活動要領や手信号による離着
陸誘導の方法を防災救急航空隊の隊員から学びました。
　綱の瀬川を挟んで隣接する日之影町消防団とは、これまでも火災等の有事の際に互いに協力した活動
を行ってきました。大規模災害時には、市町村の境界を越えた広域的な連携が不可欠です。住民の安心・
安全のため、今後も訓練等を通じて日之影町消防団との連携をさらに強化し、地域の防災力向上に努め
てまいります。

　３年間取り組んできた橋本幸乃隊員の地域おこし協力隊の
活動が、令和８年３月31日をもって任期満了を迎えます。3年
間取り組んできた活動の歩みと今後の構想について、お伝え
する活動報告会を下記日程にて開催します。
　３年間、地域の皆さまに支えられながら取り組んできた活動
内容や、今後目指していく地域づくりの方向性についてお話し
します。これからの北方町について、ともに語り合える時間に
なれば幸いです。
　本号最終回となる協力隊通信では伝えきれなかった思いも含め、皆様に直接お話しできればと考えて
おります。ぜひお気軽にご参加ください。
■日　時：令和８年３月25日（水）18時～　　■場　所：北方コミュニティホール大会議室
■内　容：活動報告、今後の構想発表 ほか　■申　込：不要

　２月13日（金）、旧北方小学校体育館で北方高齢者クラブ
主催のミニボウリング大会が開催されました。当日は、41
名が参加し、参加者からは、「いい運動にもなるし、楽しい
交流の場になっている。」との声も聞かれ、皆さん、笑顔を
見せながら入賞目指してプレイを楽しんでいました。結果は、
下記のとおりです。　

１ 位 橋倉　敬典（川 水 流）
２ 位 花畑真理子（川 水 流）
３ 位 河野　淳子（南久保山）

ミニボウリング大会が開催されました 地域振興課
☎47-3600

日之影町消防団・宮崎県防災救急航空隊との
合同訓練を実施しました

地域振興課
☎47-3600

地域おこし協力隊 活動報告会を開催します 地域振興課
☎47-3600

北方地域ワークショップを開催しました 地域振興課
☎47-3600
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　北方地域の未来をみんなで考える「北方地域ワークショップ」を、令和７年11月５日から令和８年
２月18日まで全５回開催しました。幅広い世代の方々にご参加いただき、延べ約150名が地域の課題
や困りごとを共有し、改善・解決に向けた具体的な取組のアイデアを率直に話し合いながら検討しました。
　第１回では、区ごとの人口動向や高齢化の推移、将来の見通しなどの客観データを確認したうえで、
地域の課題や困りごとを出し合い、解決に向けて「自分の区だけで取り組むべきか」「他の区と連携
して取り組むべきか」を整理しました。その結果、７割以上が他の区との連携が有効であるとの意見で
した。第２回・第３回では、抽出した課題のうち、他の区との連携が必要とされたものから、日常生活・
地域活動・高齢者・地域産業の4テーマで、移動手段の確保、身近なお店の減少、区の行事の継続、
役員の担い手不足など、優先度の高い８課題を選定し、それぞれについて課題解決に向けた実現可能な
取組のアイデアを多面的に洗い出しました。第４回では、出された取組案のうち効果が見込めるものを
選び、「他の区と連携しやすいか」「すぐに着手できるか」といった観点で分類し、まず取り組むべき
案を議論・整理しました。第5回では、これまでの議論を振り返り、全体像を確認しました。
　今回のワークショップは、区の枠を越えた連携の必要性と、住民の皆さまによる主体的な参画の力強さ
を改めて実感する機会となりました。課題を共有し、アイデアを持ち寄ることで、現実的で持続可能な
解決の道筋を見いだせることが確認できました。支所としても、今回のワークショップでいただいた
意見を基に、地域のより良い暮らしにつながるよう、今後の具体的な取組の検討に活用します。参加者
の皆さまにとっても、住民主体による課題解決の取組のヒントとなったものと考えています。
　ワークショップにご参加・ご協力いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。人口減少が進む中、
課題解決に向けて議論をさらに深めつつ、今後も意見交換の場を設けてまいりたいと考えております
ので、引き続き、北方地域の課題解決に向けた取組へのご理解・ご参画をお願いします。

北方地域ワークショップを開催しました 地域振興課
☎47-3600
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　（公財）延岡市育英会では、令和８年度の奨学生を募集しています。希望される方は、下記をご覧の上、
指定の期日までにお申し込みください。

対　象　者 大学や大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校などに在学し、優秀かつ経済
的理由により学費等の支払いが困難で、延岡市に２年以上住んでいる保護者を持つ学生・生徒

貸与額（無利子）•高等学校等奨学生：20,000円（月額）•大学等奨学生：30,000円（月額）

申込書配布場所
市内の各中学校・高校・大学、教育委員会教育政策課、市役所総合案内、北方・北浦・北川分室、
各支所、社会教育センター、男女共同参画センター、社会福祉協議会
※申請書類は市ホームページからもダウンロードできます。

申 込 方 法 公益財団法人延岡市育英会（教育委員会教育政策課内）へ持参または郵送
申 込 期 間 ４月１日（水）～５月８日（金）必着　　※奨学生は５月に審査を行い決定します。

①宮崎県ひなた創生のための奨学金返還支援決定者
③日本学生支援機構奨学金返還者（※①対象者以外）

②延岡市育英会奨学金返還者
大学・大学院・短大・高専・専修学校・高校に進学し、
在学中に奨学金の貸与を受けた者

大学・大学院・短大・高専・専修学校に進学し、在学
中に奨学金の貸与を受けた者

令和４年４月１日以降（最終学歴が高校等の場合は
令和５年４月１日以降）に正規雇用の従業員として
雇用され、就労後１年以上を経過し、かつ、補助金の
交付の申請時点で現に就労している者

令和５年４月１日以降に正規雇用の従業員として雇用
され、就労後１年以上を経過し、かつ、補助金の交付
の申請時点で現に就労している者

令和４年４月１日以降（最終学歴が高校等の場合は
令和５年４月１日以降）に補助金の交付の対象となる
奨学金の返還を開始し、当該返還に係る滞納がない者

令和５年４月１日以降に補助金の交付の対象となる
奨学金の返還を開始し、当該返還に係る滞納がない者

さらに、以下をすべて満たしている
補助条件事業者に正規雇用として就労した日から継続して本市に住所を有する

次のいずれかに正規雇用の従業員として就職し就労後１年以上を経過し、かつ補助金の交付の申請時点で現に
就労している
•市内に本店を置く事業者
•延岡市企業立地促進条例（昭和59年条例第18号）に規定する指定事業者
•市外に本店があり、補助金の交付の申請をしようとする者との正規雇用契約において、勤務地条件を本市の
みとする事業者

　
それぞれについて、全てあてはまる方に対して、返還額の一部を次のとおり補助します
①返還額の最大４分の３ ②③返還額の最大２分の１

対象可否や補助内容の詳細については、申請の前に、一度お問い合わせください

　延岡市では、大学新卒者等や若手人材を雇用したい企業の人材確保支援として、①宮崎県ひなた創生
のための奨学金返還支援決定者、②延岡市育英会奨学金返還者、③日本学生支援機構奨学金返還者
（①対象者以外）であり、就労後、１年・３年・５年を経過した方を対象に、返還額の一部を助成して
います。

延岡市育英会奨学生募集 育英会事務局（教育委員会教育政策課）
☎22-7030

奨学金の返還を支援します
～延岡市で働きたい若手人材を応援します～

人材政策・移住定住推進室
☎20-7176
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隊員 橋本幸乃

奨学金の返還を支援します
～延岡市で働きたい若手人材を応援します～

人材政策・移住定住推進室
☎20-7176

最終回

　いよいよ協力隊通信も最終回となりました。３年間、北方の皆さんに支えられながら活動することができました。
協力隊通信最後は、今後の構想についてお話しします。
　私が目指しているのは、ただの宿ではありません。「北方町の魅力と人をつなぐ宿」です。高千穂や別府、熊本
といった観光地に囲まれる中で、北方らしさをどう打ち出すかを考え続けました。そして辿り着いたのが、町全体
で滞在者をもてなす“分散型のおもてなし”という考え方です。北方町は、観光地化されていないありのままの里山
です。整えられていないからこそ、入り込まなければ本当の魅力は見えてきません。その入り口となるのが、私の
目指す宿です。任期中に形にすることはできませんでしたが、構想を深める大切な時間となりました。
　そしてこの構想をもっと現実的なものにするため、４月からはNPO法人ひむか感動体験ワールド（ノベ☆スタ）
に所属し、北方担当として体験メニューづくりに取り組みます。これは宿から離れる選択ではなく、宿を実現する
ための一歩です。なぜ、宿から体験？と思われるかもしれません。その理由は、近隣の観光強豪地との差別化を
図るためです。北方町に入っていくための選択肢を増やすため、里山をもっと身近に感じることができる体験
メニューを作ることが必要だと考えました。それが現在構想中の【CROSSPOINT KITAKATA】（仮）です。人と人、
日常と非日常が交わる入口として、整備されていない北方の里山へとつなげる拠点構想です。宿を入口に体験へ、
体験から地域へと広がる循環を生み出し、町全体で滞在者を迎える“分散型のおもてなし”を目指します。

　「宿⇄体験⇄地域」が循環することで、北方町全体がひとつの舞台になる。
整えられた観光地ではなく、観光地化されていないありのままの里山へ入り
込むための入口をつくること。その積み重ねが、地域の人々と訪れる人が
ゆるやかにつながる、分散型のおもてなしへとつながっていくと考えています。
一棟の宿ではなく、町全体で迎える仕組みへ。それが、私の目指すかたちです。
　退任は終わりではなく、新たなスタートです。これからも北方町で挑戦を
続けます。引き続き応援していただけると幸いです。３年間、本当にありが
とうございました。

■ KITAKATA RIDES
クロスバイクやEバイクを活用し、地域の自然や暮らしを舞台にした体験型プログラムを
展開します。サイクリングを軸に、山仕事や農作業体験なども組み合わせながら交流人
口の創出につなげます。自転車を使うことで、車では入りにくい場所にもアクセスでき、
地域の人との距離も自然と近づきます。
■ KITAKATAFOREST

【月齢滞在】鹿川キャンプ場を拠点に、新月や満月など月のリズムに合わせて滞在する
プログラムです。静かな夜や里山の時間を味わい、“何もない時間”の価値を体感してもらい
ます。

【山守インターン】鹿川山の会と連携し、登山道整備や自然保全活動を体験するプログラム
です。山を守りながら地域と関わる、新しい学びの形を目指します。
このほか、鹿川キャンプ場の管理人や鹿川山の会、フォレスト・マントル上鹿川のみな
さんと連携しながら、守り育てる森の体験を増やしたいと考えています。

出会いに支えられた３年間。そして次のステージへ！

【CROSSPOINT KITAKATA】（仮）「宿⇄体験⇄地域」の仕組みをつくる

4



展示＆行事
の

お知らせ

※「穂・菜・実」に関するお問い合わせは北方総合支所産業建設課　電話 47-3609

茶園審査会・令和８年安全祈願祭が開催されました！
　令和７年度茶園審査会が１月22日（木）に北浦地区、
１月23日（金）に北方地区、延岡地区において開催され、
延岡市管内の茶生産者14軒の茶園を審査しました。審
査においては、樹勢（樹高や茶葉の大きさ）、病害虫の
発生状況、土壌の状態等といった審査項目から各生産者
の茶園の栽培管理状況を調査しました。審査会では、
専門家からの技術指導を通じて、管内生産者の茶園管理
技術の向上につながる機会となりました。
　また、令和８年安全祈願祭が２月10日（火）に春日
神社（延岡市恒富町）において開催され、安全祈願祭に
出席した茶生産農家や関係機関は、令和８年産延岡茶の生産振興を祈願しました。

県農産園芸特産物総合表彰式が開催されました！
　県農産園芸特産物の総合表彰式が２月２日（月）に県庁で開催され、茶

※
共進会の製茶品質・釜炒り茶

部門で優等の北方町曽木の緒方武彦さんが、知事賞と九州農政局長賞及び県茶業協会会長賞に輝きました。
同時に、釜炒り茶部門で北方町荒谷が産地賞も受賞されました。心よりお祝い申し上げます。
※茶共進会は、宮崎県が茶の品質向上と銘柄確立を目指して開催する品評会で、生産者の技術向上を支援し、
「みやざき茶」のブランド力の向上を目的としています。

農耕作業車（トラクターやコンバイン等）を運転される皆さまへ
　農耕作業用自動車（トラクターやコンバインなど）を公道で運転する場合は、車の大きさによって運
転免許の種類が異なります。現在所有されている農耕作業車をご確認いただき、運転する際は十分にご
注意ください。
　 小型特殊自動車　　　※普通自動車免許で運転ができます

北方町内生産者の茶園審査の様子

【車体の大きさ】
長さ　＝　4.70m以下
幅　　＝　1.70m以下
高さ　＝　2.00m以下 ※①
最高速度15km╱h以下

※①ヘッドガードなどがある場合は、それを含まない高さ。
（①の高さが2.00m以下でヘッドガードなどがある場合
は、それを含めて2.80m以下）

◎上記の車体よりも大きい、または速度の速い農耕作業車を公道で運転する場合は、大型特殊免許が
必要です。

◎免許に関するお問い合わせは、延岡警察署交通課又は延岡運転免許センターまでお願いします。
◎ナンバープレートの登録も必要です。ナンバープレートに関するお問い合わせは、北方総合支所市
民サービス課までお願いします。
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図書館へのご意見・ご要望がありましたら、下記の宛先までご連絡をお願いします。
編集・発行／延岡市立図書館北方分館
〒882-0125　宮崎県延岡市北方町川水流卯1236番地２
TEL.0982-28-5200　FAX.0982-28-5201
開館時間：火〜金 9:00 〜 19:00　土･日･祝日 9:00 〜 17:00

ETOLIB NEWS No.235

図書館からのお知らせ

『もっと深めるわな猟・網猟　役立つ知識と実践ポイント』
実践狩猟研究室（一般・狩猟）
山に入る前の基礎知識から、知っておきたい狩猟のきまり、実際に山林
でわなを仕掛けるためのノウハウ、わなに掛かった動物を食用に加工
するプロセスまで解説する。ジビエ料理のレシピも掲載。
　『I』道尾 秀介（一般・小説）
元刑事のホームレス・野宮と出会った田釜。一家殺害事件の生き残りで、
硝子職人と暮らす高校生の夕歌。2つの章を読む順番で、結末が変わる物語。
　『かえる生活』群 ようこ（一般・エッセイ）
茶道、庭の手入れ、マスカラ、スイカゲーム、スマホの買い替え、知ら
ない電車。まいにち少しずつ、生活を変えていくー。「小さな新しい挑戦」
を楽しみたくなるエッセイ集。
　『小学校ってどんなとこ?』富山 正人（児童・小学校）
１年生はどんな１日？勉強についていける？友だちはできる？小学校
の“不安”と“疑問”を解消できるよう、小学校生活をイラストと写真で紹
介。保護者向けのアドバイス付き。
　『おめんであそぼうよ　改訂』五味 太郎（児童・絵本）
切り抜いて、色ぬって、鬼のおめんができた。ぼく、鬼だ！おめんを
つけて外へ出て、出会った子に「こわいだろう！」と言った。その子
は「べつに」と答え、かぶっていたおめんを外すと「だってわたし鬼
だもの！」と言って…。

情報提供：図書館流通センター

ふくろう号がやってきます♪

今回は
３月23日（月）です。

つのだ保育園 10：00～ 10：40
上崎公民館前 10：55～ 11：15
うそ越公民館横 13：10～ 13：30
藤の木　甲斐商店前 13：40～ 14：00
下曽木公民館 14：10～ 14：30

（２月23日〜３月16日） （３月４日〜３月24日）
（３月10日〜３月31日） （３月25日〜４月上旬）

（２月４日〜３月３日） （２月15日〜３月14日）
♪春の草花特集 ♪卒園・卒業特集
♪宮崎本大賞特集 ♪入園・入学特集

♪ひなまつり特集 ♪ホワイトデー特集
[ 特集コーナー ]



アルバム

栁田　心音

　私が今までの学校生活で一番思い出に残っていることは一年のときの清流祭です。特に印象に残って
いるのは吹奏楽部演奏と合唱コンクールです。吹奏楽部演奏では今までで一番の演奏ができました。
みんなが手拍子をしてくれたり、合いの手をいれてくれたりしたのがとてもうれしかったです。合唱
コンクールでは緊張で声が震えましたが何とか歌いきることができ、達成感がとてもありました。
この経験で事前の準備や練習が大切だと改めて実感し、そして成長することができました。

栁田　琉依

　僕は、今までの学校生活で、中学二年生で行った修学旅行が一番の思い出になりました。その中でも、
班別行動が印象に残っています。最初はとても不安でした。しかも、都会にはあまり行ったことが
なくて初めての経験で少し緊張していました。だけど大阪のいろんなところに行くにつれて、とても
楽しくなってきました。この経験で、助け合いの大切さや、友達の大切さを学ぶことができました。
またみんなで行きたいです。

山添　伊織

　私の今までの学校生活の一番の思い出は修学旅行でフェリーに乗ったことです。船と言えばゆれる
イメージがあったので、まったくゆれている感じがしなくて、フェリーに乗る時、いつフェリー内に
入ったのか分かりませんでした。自分の個室もせまかったけど意外とコンセントがけっこうあったり、
テレビの音が耳元から聞こえたり、便利だったのでかいてきにすごせて、フェリーってすごいんだなー
と改めて感じました。
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北方町の人口と世帯数（令和８年２月１日現在）
男：1,425人　女：1,504人 世帯数：1,668世帯（前月比　２世帯増）
合計：2,929人（前月比　13人減）
〈 1月1日～31日 〉   出生：１人　　死亡：11人　　 転入：８人　　 転出：11人

川水流保育園卒園式 日時：３月 14日（土）
場所：川水流保育園

つのだ保育園卒園式 日時：３月 14日（土）
場所：つのだ保育園

北方学園中学校卒業式 日時：３月 16日（月）
場所：北方学園

北方学園小学校卒業式 日時：３月 25日（水）
場所：北方学園

北方学園修了式 日時：３月 26日（木）
場所：北方学園

市県民税・国民健康保険税
の申告受付（北方地区）

期日：２月９日（月）～３月 16日（月）
※日時・会場につきましては、総合支所だより１月号３ページをご覧
ください。

春の全国火災予防運動
全国山火事予防運動

３月１日（日）～３月７日（土）

今月の表紙/令和７年11月から令和８年２月まで、住民が北方地域の課題解決に向けた取組を話し合った北方地域
ワークショップの様子です。


